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は
じ
め
に

　

異
類
合
戦
物
の
主
要
な
対
立
軸
に
〈
魚
類
×
精
進
物
〉
が
あ

る
。
こ
れ
は
中
世
後
期
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、『
精
進

魚
類
物
語
』
は
そ
の
嚆
矢
と
し
て
名
高
い
。
そ
の
後
、
近
世
か

ら
近
代
に
か
け
て
、
こ
の
テ
ー
マ
は
草
双
紙
や
講
釈
、
歌
謡
、

浮
世
絵
な
ど
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て

は
〈
読
み
〉
や
〈
語
り
〉
に
と
ど
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、

〈
学
術
論
文
〉

『
魚
類
扣
』
考

─
精
進
魚
類
物
に
お
け
る
位
置
付
け
を
中
心
に
─伊

　
藤
　
慎
　
吾

最
近
、
謡
曲
風
の
詞
章
が
複
数
創
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
資
料

か
ら
確
認
で
き
た
。謡
曲
風
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

中
世
後
期
の
『
精
進
魚
類
物
語
』
と
本
文
的
に
関
連
性
が
見
出

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の
資
料
の
紹
介
と
、
精
進
魚
類

物
の
系
譜
に
お
け
る
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。
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１　

書
誌
と
本
文

　

ま
ず
、『
魚
類
扣
』
と
題
す
る
新
出
資
料
の
書
誌
的
な
解
説

か
ら
始
め
よ
う
。
書
誌
的
な
事
項
を
簡
単
に
記
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

書　

型　

長
帳
綴
（
仮
綴
）
一
冊
。

　
　
　
　

た
て
一
四
・
五
×
よ
こ
二
二
・
四
セ
ン
チ

料　

紙　

楮
紙

表　

紙　

な
し

内　

題　

魚
類
扣

丁　

数　

五
丁

行　

数　

一
三
～
一
六
行
（
不
規
則
）

本　

文　

漢
字
仮
名
交
じ
り
文

奥　

書　

な
し

印　

記　

な
し

所
蔵
者　

伊
藤
慎
吾

　
「
魚
類
扣
」
は
一
丁
オ
モ
テ
か
ら
四
丁
オ
モ
テ
一
五
行
目
ま

で
で
、
そ
れ
以
降
、「
小
鳥
揃
」「
祝
井
揃
」
が
付
い
て
い
る
。

す
べ
て
同
筆
で
あ
る
。
な
お
、「
祝
井
揃
」は
完
結
し
て
い
な
い
。

　

書
名
は
「
魚
類
扣
」
と
あ
る
が
、
一
般
的
に
見
る
な
ら
ば
、

こ
れ
は
「
魚
類
揃
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
異
類
合
戦

物
で
「
〇
〇
揃
」
と
題
す
る
も
の
は
散
見
さ
れ
る
が
、「
〇
〇
扣
」

と
す
る
も
の
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
誤
記
を
疑
い
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
、
後
考
に
譲
る
。
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２　

本
文

　

次
に
本
文
は
、
本
稿
末
尾
に
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
梗
概
は

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

魚
類
元
年
八
月
十
五
夜
、
魚
類
方
の
大
将
、
鯛
の
将
軍

か
ね
高
が
精
進
方
を
邪
魔
に
思
い
、
天
下
（
＝
境
内
）

を
取
ろ
う
と
企
て
、戸
棚
が
城
に
諸
国
の
魚
類
を
招
集
し
、

さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
は
ま
れ
の
将
軍
納
豆
は

家
来
を
味
噌
桶
が
城
に
招
集
し
、戸
棚
が
城
に
押
し
寄
せ
、

合
戦
が
始
ま
る
。

　

こ
の
事
態
に
御
膳
廻
り
の
塩
焼
の
太
郎
、朝
倉
の
山
椒
、

奈
良
の
諸
白
が
仲
裁
者
と
な
り
、
和
談
に
及
ぶ
。
そ
の
様

に
皆
感
じ
入
っ
た
。

　

結
末
に
、和
談
の
の
ち
「
六
腹
指
て
ぞ
引
た
り
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
六
波
羅
に
引
く
平
家
の
軍
勢
に
由
来
す
る
表
現
で
あ
る

か
ら
、『
平
家
物
語
』
の
影
響
を
朧
気
な
が
ら
感
じ
さ
せ
る
結

末
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仲
裁
に
入
る
の
が
塩
焼
・
山
椒
・

諸
白
と
い
う
の
は
、
精
進
料
理
・
魚
料
理
両
方
に
相
性
の
良
い

も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
魚
類
と
精
進
物
（
野
菜
及
び
そ
の
加
工
品
）
と

が
合
戦
す
る
物
語
で
あ
る
。『
精
進
魚
類
物
語
』
以
来
、
近
代

に
至
る
ま
で
何
編
か
の
精
進
魚
類
の
合
戦
物
が
作
ら
れ
た
が
、

こ
れ
も
そ
の
一
種
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
特
筆
す
べ

き
は
本
文
の
随
所
に
「
シ
テ
」
や
「
ツ
レ
」
と
い
っ
た
謡
曲
特

融
の
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
異
類
合
戦
物
は
、

管
見
で
は
一
三
〇
種
あ
ま
り
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

謡
曲
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
現
在

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
寛
文
八
年
に
京
都
で
刊
行
さ
れ

た『
軍い
く
さ
ま
い舞』収
録
の
三
種
の
う
ち
、二
種
以
外
に
確
認
で
き
な
い
。

　

３　

諸
本
と
の
関
係

ス
ト
ー
リ
ー

　
『
魚
類
扣
』
と
同
一
作
品
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、『
軍

舞
』
所
収
の
「
う
お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」
と
『
魚
類

精
進
合
戦
』
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
『
軍
舞
』
は
「
と
り
け
だ
物
ま
ひ
」「
む
し
ま
ひ
」「
う

お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」
の
三
種
の
短
編
物
語
を
収
録

す
る
。
本
作
品
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
二
月
に
山
本
九
兵
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衛
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
（
刊
記
）。
現
存
本
は
一
点
確
認
さ

れ
る
だ
け
の
稀
覯
本
で
あ
る
（
松
坂
市
射
和
文
庫
所
蔵
）（
１
）。
小

間
物
商
帯
屋
次
郎
吉
が
亡
き
子
長
九
郎
の
供
養
の
た
め
に
射
和

寺
（
廃
寺
）
に
寄
進
し
た
地
蔵
菩
薩
坐
像
の
胎
内
に
収
め
ら
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
山
本
九
兵
衛
は
名
の
あ
る
書
肆
な
の
だ

が
、
寛
文
延
宝
期
の
書
籍
目
録
を
は
じ
め
、
記
録
類
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

さ
て
『
軍
舞
』
の
う
ち
、「
と
り
け
だ
物
ま
ひ
」
と
「
う
お

が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」（
以
下
、「
魚
合
戦
」
と
略
す
）

は
謡
本
の
よ
う
に
シ
テ
・
ツ
レ
・
ワ
キ
等
、
台
詞
の
担
当
が
指

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
異
類
合
戦
物
と
し
て
は
稀
有
な
特

色
が
あ
る
。
そ
の
「
魚
合
戦
」
の
詞
章
が
『
魚
類
扣
』
に
近
似

す
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
梗
概
を
述
べ
れ
ば
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　

魚
類
元
年
八
月
十
五
日
、
魚
類
方
の
大
将
、
鮭
の
将
軍

な
が
ひ
れ
が
精
進
方
を
邪
魔
に
思
い
、
天
下
（
＝
台
所
）

を
取
ろ
う
と
企
て
、戸
棚
が
城
に
諸
国
の
魚
類
を
招
集
し
、

さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
浜
名
の
将
軍
納
豆
殿
は

家
来
を
味
噌
桶
が
城
に
招
集
し
、戸
棚
が
城
に
押
し
寄
せ
、

合
戦
が
始
ま
る
。

　

精
進
魚
類
双
方
の
奮
戦
に
、
皆
、
感
じ
入
っ
た
。

　

右
の
梗
概
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、「
魚
合
戦
」
と
『
魚
類
扣
』

と
は
異
文
を
含
む
も
の
の
、
同
一
作
品
と
し
て
一
括
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
異
本
関
係
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　

次
に
『
魚
類
精
進
合
戦
』（
以
下
、『
合
戦
』
と
略
す
）
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

　

精
進
元
年
八
月
十
五
夜
稲
田
の
年
、
魚
類
方
の
大
将
、

鮭
の
将
軍
長
鰭
が
精
進
方
を
邪
魔
に
思
い
、
天
下
（
＝

台
所
）
を
取
ろ
う
と
企
て
、
戸
棚
が
城
に
諸
国
の
魚
類
を

招
集
し
、
さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
酒
菜
将
軍
納
豆
公
は
家

来
を
味
噌
桶
が
城
に
招
集
し
、
戸
棚
が
城
に
押
し
寄
せ
、

合
戦
が
始
ま
る
。

　

精
進
魚
類
入
り
乱
れ
、
鍋
の
城
に
火
の
手
が
上
が
る
。

皆
、
そ
の
味
に
舌
打
ち
し
、
酒
を
飲
ん
だ
。
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本
書
は
「
寛
政
七
年
七
月
乙
卯
歳
」
と
い
う
書
写
奥
書
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
所
蔵
者
の
塩
川
和
宏
氏
が
「
資
料
紹
介
：
架

蔵
『
魚
類
精
進
合
戦
』」
と
題
し
て
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る（
２
）。

本
稿
で
は
そ
の
際
に
配
布
さ
れ
た
資
料
（
翻
刻
・
影
印
も
掲
載
）

を
も
と
に
取
り
上
げ
る
。

　
『
合
戦
』
の
梗
概
か
ら
も
、
物
語
の
大
枠
は
共
通
す
る
が
、

一
部
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り

『
魚
類
扣
』
と
は
異
本
関
係
に
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
魚
類
扣
』
の
「
魚
類
元
年
八
月
十
五
夜
」
と
い
う
時
間
設

定
は
、「
魚
合
戦
」
で
は
「
十
五
日
」
と
い
う
日
夜
の
違
い
、『
合

戦
』
で
は
「
精
進
元
年
」
と
い
う
元
号
の
違
い
が
あ
る
。

　

ま
た
魚
類
方
の
大
将
は
「
魚
合
戦
」
と
『
合
戦
』
が
鮭
将
軍

長
鰭
で
あ
る
の
に
対
し
、『
魚
類
扣
』
は
鯛
の
将
軍
か
ね
高
で

あ
る
。「
魚
合
戦
」『
合
戦
』
両
書
に
も
鯛
は
出
て
く
る
が
、
と

も
に
鯛
赤
助
と
あ
る
。
鮭
将
軍
長
鰭
を
大
将
と
し
、
そ
の
子
鮞

太
郎
粒
実
・
次
郎
鮷
吉
兄
弟
を
伺
候
さ
せ
る
設
定
や
鯛
赤
助
が

登
場
す
る
の
は
『
精
進
魚
類
物
語
』
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ

る
。
一
方
、『
魚
類
扣
』
に
見
え
る
鯛
の
将
軍
か
ね
高
が
何
に

由
来
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。時
代
が
下
る
が
江
戸
後
期
の『
精

進
魚
類
問
答
』（
写
一
冊
）（
３
）に
は
魚
類
方
の
大
将
を
鯛
魚
将
軍

金
高
と
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
関
係
性
を
も
つ
と
い
え
る
。
た

だ
、『
精
進
魚
類
問
答
』
と
は
内
容
や
そ
の
他
の
擬
人
名
に
共

通
点
は
な
い
こ
と
か
ら
、
何
か
共
通
す
る
材
料
が
他
に
あ
っ
た

と
想
定
し
た
ほ
う
が
い
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、舞
台
と
な
る
の
が
『
魚
類
扣
』
で
は
境
内
、「
魚
合
戦
」

『
合
戦
』
で
は
台
所
で
あ
り
、
結
末
が
『
魚
類
扣
』
で
は
和
談
、

他
二
書
で
は
合
戦
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
魚
合
戦
」
と
『
合
戦
』
と
は
近
く
、『
魚

類
扣
』は
や
や
遠
い
位
置
に
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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ドジョウ 1ウ12 鯲のほうしごみ之助 法師武者 どじやうのほつしみちのすけ 法師武者 鯲ノ法師鱓之助 信濃国 『精進魚類物語』（土長）
ナマコ 1ウ8 生海鼠の次郎はり助 近江国 生海鼠ノ庄司彼而令（カレノ）助 山城国 『精進魚類物語』鯉鰖次郎
ナマズ 1ウ9 鯰の庄司髭なが 近江国

ハモ 2オ1 鱧のたけ長 『精進魚類物語』鱧ノ長介
ハララゴ ははらごの太郎つぶざね 鮞ノ太郎粒実 『精進魚類物語』鮞太郎粒実
ヒズ 二郎ひつよし 次男鬚義 『精進魚類物語』次郎鮷吉
フグ ふくのちやうはんどくすけ 近江国 鰒ノ相伴毒助 山城国

ブリ 2オ3 鰤の判官 丹後国 ふりのはんぐわん 丹後国 鰤判官 丹後国 『精進魚類物語』鰤ノ大隅（守）
ヨドゴイ 1ウ7 淀鯉の太郎ひれふさ 山城国 よどごいの太郎ひれふさ 山城国 淀鯉太郎鰭房 山城国

アオナ 3オ7 青菜の三郎 近江国 （あをなの一そく） 近江国 青菜ノ三郎 近江国 『精進魚類物語』青蔓三郎常吉
アオマメ 3オ1 青豆の三郎四郎 あをまめの三郎四郎 青豆三郎四郎

ウド 3オ7 獨活の大木

西山ノ蕪 執検（権）

クロマメ 2ウ12 畠山の九郎豆 さたけ山しやうしくろまめ 畠山庄司黒豆 『精進魚類物語』に畠山鞘豆
ココロブト （こゝろぶと） 東山ノ心太 執検（権）

コンニャク 3オ9 蒟〔蒻〕のふるひ左衛門 こんにやくふるひゑもん 蒟蒻の震ひ物（助ノ誤カ） 山城国 『精進魚類物語』蒟蒻兵衛酢吉
ササゲ 2ウ13 大角豆の三郎 （さゝげ） 大角豆四郎 『精進魚類物語』大角豆角戸三郎
トウフ 3オ8 豆腐の冠者 豆腐ノ冠者豆口 『精進魚類物語』こたうふの権介
ナットウ 2ウ9 はまれの将軍納豆 はまなのしやうぐんなつとうどの 酒菜将軍納豆公 「れ」は「な（那）」の誤カ
ニニク 蒜之助 山城国

ニンジン 人参の奇異之助 山城国

ハジカミ 3ウ14 はぢかみの太郎 山城国 はぢかみ太郎 山城国 薑ミ太郎 山城国 『精進魚類物語』土［木棘］兵衛尉
フ 3オ9 麩の源太 麩の源助 山城国

サンショウ 4オ4 朝倉の山舛

シオヤキ 4オ4 塩焼の太郎

モロハク 4オ4 奈良の諸白

御前廻

魚類扣 うおがせん幷しやうじんもの 魚類精進合戦
魚類

精進

擬
人
名

　

次
に
、
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
見
て
み

よ
う
（
表
参
照
）。
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備考

アカラ あからのくわんじや 𩺊𩺊冠者 『精進魚類物語』鯇冠者
アジ 2オ2 鯵の冠者

アユ 1ウ6 桂川の左衛門鮎之丞 山城国 あいの四郎 近江国 桂ラ川左衛門鮎之助 山城国 『精進魚類物語』鮎入道（寛永版）
アンコウ あんがうの太郎はかすけ 近江国 鮟鱇ノ庄司馬鹿助 山城国

イシモチ いしもちの二郎 近江国 『精進魚類物語』鮖ノ大介
イワシ 2オ5 鰯の一党ごまめ之助 松浦方 いわじの一とうこまのすけ 松浦方 鰯ノ一黨鱓（ゴミ）之助 松浦方

ウナギ 1ウ11 鱺の判官ながすけ 法師武者 うなぎの左衛門長介 近江国 鱣（ウナギ）ノ判官長祐 山城国

カジカ 鱅之助 信濃国

カツオ かつうをの左衛門 山城国

カレイ 2オ7 王餘魚の平助 伊勢国 かれいのぢやう 伊勢国 （王餘魚） 伊勢国 『精進魚類物語』王余魚中務
クジラ 2オ1 鯨の大助 くぢらの大すけ 鯨ノ大助 『精進魚類物語』鯨ノ大海ノ亮
ゲンゴロウブナ 1ウ8 源五郎鮒いへ 近江国 源五郎ふないゑ 近江国 源五郎鮒家骨高 近江国 『精進魚類物語』小鮒近江守
コイ こいのぜう 山城国

コチ 2オ7 鯒之丞 伊勢国 こちの平助 伊勢国 鯒之助 伊勢国 『精進魚類物語』［魚臣］尉
コロダイ 1オ6 ころ鯛の三郎やすとき

サケ さけのしやうぐんながひれ 鮭ノ将軍長鰭 『精進魚類物語』鮭大助長[魚攵]
サワラ さわらの十郎ほそづら 近江国

スズキ 2オ5 鱸の三郎 紀州熊野 すずきの三郎 紀州熊野 鱸三郎重家 紀州熊野 『精進魚類物語』鱸三郎
タイ 1オ3 鯛の将軍かね高 たいのあかすけ 鯛ノ赤助 『精進魚類物語』鯛ノ赤助鯇吉
タコ 1ウ10 蛸の入道だんぎ坊 法師武者 たこの入道だんぎぼう 法師武者 蛸ノ入道短気坊 『精進魚類物語』蛸入道
チヌダイ 1オ5 ちぬ鯛の次郎やすかね

ドジョウ 1ウ12 鯲のほうしごみ之助 法師武者 どじやうのほつしみちのすけ 法師武者 鯲ノ法師鱓之助 信濃国 『精進魚類物語』（土長）
ナマコ 1ウ8 生海鼠の次郎はり助 近江国 生海鼠ノ庄司彼而令（カレノ）助 山城国 『精進魚類物語』鯉鰖次郎
ナマズ 1ウ9 鯰の庄司髭なが 近江国

ハモ 2オ1 鱧のたけ長 『精進魚類物語』鱧ノ長介
ハララゴ ははらごの太郎つぶざね 鮞ノ太郎粒実 『精進魚類物語』鮞太郎粒実
ヒズ 二郎ひつよし 次男鬚義 『精進魚類物語』次郎鮷吉
フグ ふくのちやうはんどくすけ 近江国 鰒ノ相伴毒助 山城国

ブリ 2オ3 鰤の判官 丹後国 ふりのはんぐわん 丹後国 鰤判官 丹後国 『精進魚類物語』鰤ノ大隅（守）
ヨドゴイ 1ウ7 淀鯉の太郎ひれふさ 山城国 よどごいの太郎ひれふさ 山城国 淀鯉太郎鰭房 山城国

アオナ 3オ7 青菜の三郎 近江国 （あをなの一そく） 近江国 青菜ノ三郎 近江国 『精進魚類物語』青蔓三郎常吉
アオマメ 3オ1 青豆の三郎四郎 あをまめの三郎四郎 青豆三郎四郎

ウド 3オ7 獨活の大木

西山ノ蕪 執検（権）

クロマメ 2ウ12 畠山の九郎豆 さたけ山しやうしくろまめ 畠山庄司黒豆 『精進魚類物語』に畠山鞘豆
ココロブト （こゝろぶと） 東山ノ心太 執検（権）

コンニャク 3オ9 蒟〔蒻〕のふるひ左衛門 こんにやくふるひゑもん 蒟蒻の震ひ物（助ノ誤カ） 山城国 『精進魚類物語』蒟蒻兵衛酢吉
ササゲ 2ウ13 大角豆の三郎 （さゝげ） 大角豆四郎 『精進魚類物語』大角豆角戸三郎
トウフ 3オ8 豆腐の冠者 豆腐ノ冠者豆口 『精進魚類物語』こたうふの権介
ナットウ 2ウ9 はまれの将軍納豆 はまなのしやうぐんなつとうどの 酒菜将軍納豆公 「れ」は「な（那）」の誤カ
ニニク 蒜之助 山城国

ニンジン 人参の奇異之助 山城国

ハジカミ 3ウ14 はぢかみの太郎 山城国 はぢかみ太郎 山城国 薑ミ太郎 山城国 『精進魚類物語』土［木棘］兵衛尉
フ 3オ9 麩の源太 麩の源助 山城国

サンショウ 4オ4 朝倉の山舛

シオヤキ 4オ4 塩焼の太郎

モロハク 4オ4 奈良の諸白

御前廻

魚類扣 うおがせん幷しやうじんもの 魚類精進合戦
魚類

精進
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こ
の
表
で
は
三
つ
の
伝
本
に
見
ら
れ
る
擬
人
名
を
抽
出
し

た
。
魚
類
・
精
進
・
そ
の
他
を
五
十
音
順
に
並
べ
て
い
る
。『
魚

類
扣
』
は
記
載
さ
れ
る
丁
数
と
行
数
を
示
し
た
の
で
、
本
稿
末

尾
の
翻
刻
で
該
当
箇
所
を
確
認
で
き
る
。「
備
考
」
欄
に
は
三

本
の
共
通
祖
本
の
素
材
と
な
っ
た
『
精
進
魚
類
物
語
』
に
お
け

る
擬
人
名
を
特
に
掲
げ
て
い
る
。

　

さ
て
、
冒
頭
に
１
～
４
の
数
字
を
付
し
た
項
目
が
あ
る
。
こ

れ
は
全
一
致
で
あ
れ
、
部
分
一
致
で
あ
れ
、
三
本
に
見
え
る
名

の
異
同
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
『
魚
類
扣
』「
魚
合
戦
」『
合
戦
』
に
共
通
す
る
名

イ
ワ
シ　

鰯
の
一
党
ご
ま
め
之
助
／
い
わ
じ
の
一
と
う
こ
ま

の
す
け
／
鰯
ノ
一
黨
鱓ご
み

之
助

ウ
ナ
ギ　

鱺
の
判
官
な
が
す
け
／
う
な
ぎ
の
左
衛
門
長
介
／

鱣ウ
ナ
ギノ
判
官
長
祐

ク
ジ
ラ　

鯨
の
大
助
／
く
ぢ
ら
の
大
す
け
／
鯨
ノ
大
助

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ　

源
五
郎
鮒
い
へ
／
源
五
郎
ふ
な
い
ゑ
／

源
五
郎
鮒
家
骨
高

ス
ズ
キ　

鱸
の
三
郎
／
す
ず
き
の
三
郎
／
鱸
三
郎
重
家
＝

『
精
進
魚
類
物
語
』
鱸
三
郎

タ
コ　

蛸
の
入
道
だ
ん
ぎ
坊
／
た
こ
の
入
道
だ
ん
ぎ
ぼ
う
／

蛸
ノ
入
道
短
気
坊
＝
『
精
進
魚
類
物
語
』
蛸
入
道

ド
ジ
ョ
ウ　

鯲
の
ほ
う
し
ご
み
之
助
／
ど
じ
や
う
の
ほ
つ
し

み
ち
の
す
け
／
鯲
ノ
法
師
鱓
之
助

ブ
リ　

鰤
の
判
官
／
ふ
り
の
は
ん
ぐ
わ
ん
／
鰤
判
官

ヨ
ド
ゴ
イ　

淀
鯉
の
太
郎
ひ
れ
ふ
さ
／
よ
ど
ご
い
の
太
郎
ひ

れ
ふ
さ
／
淀
鯉
太
郎
鰭
房

ア
オ
マ
メ　

青
豆
の
三
郎
四
郎
／
あ
を
ま
め
の
三
郎
四
郎
／

青
豆
三
郎
四
郎

ク
ロ
マ
メ　

畠
山
の
九
郎
豆
／
さ
た
け
山
し
や
う
し
く
ろ
ま

め
／
畠
山
庄
司
黒
豆

ナ
ッ
ト
ウ　

は
ま
れ
の
将
軍
納
豆
／
は
ま
な
の
し
や
う
ぐ
ん

な
つ
と
う
ど
の
／
酒
菜
将
軍
納
豆
公

ハ
ジ
カ
ミ　

は
ぢ
か
み
の
太
郎
／
は
ぢ
か
み
太
郎
／
薑
ミ
太

郎
２
『
魚
類
扣
』「
魚
合
戦
」
に
共
通
す
る
名

コ
ン
ニ
ャ
ク　

蒟
〔（
脱
カ
）

蒻
〕
の
ふ
る
ひ
左
衛
門
／
こ
ん
に
や
く

ふ
る
ひ
ゑ
も
ん

３
『
魚
類
扣
』『
合
戦
』
に
共
通
す
る
名

ア
ユ　

桂
川
の
左
衛
門
鮎
之
丞
／
桂
ラ
川
左
衛
門
鮎
之
助
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ア
オ
ナ　

青
菜
の
三
郎
／
青
菜
ノ
三
郎
＝『
精
進
魚
類
物
語
』

青
蔓
三
郎
常
吉

サ
サ
ゲ　

大
角
豆
の
三
郎
／
大
角
豆
四
郎
＝
『
精
進
魚
類
物

語
』
大
角
豆
角ツ
ノ

戸ト
ノ

三
郎

ト
ウ
フ　

豆
腐
の
冠
者
／
豆
腐
ノ
冠
者
豆
口

フ　

麩
の
源
太
／
麩
の
源
助

４
「
魚
合
戦
」『
合
戦
』
に
共
通
す
る
名

ア
カ
ラ　

あ
か
ら
の
く
わ
ん
じ
や
／
𩺊
冠
者
＝
『
精
進
魚
類

物
語
』
鯇
冠
者

ア
ン
コ
ウ　

あ
ん
が
う
の
太
郎
は
か
す
け
／
鮟
鱇
ノ
庄
司
馬

鹿
助

サ
ケ　

さ
け
の
し
や
う
ぐ
ん
な
が
ひ
れ
／
鮭
ノ
将
軍
長
鰭
＝

『
精
進
魚
類
物
語
』
鮭
大
助
長
［
魚ヒ

攵レ

］

タ
イ　

た
い
の
あ
か
す
け
／
鯛
ノ
赤
助
＝『
精
進
魚
類
物
語
』

鯛
ノ
赤
助
鯇
吉

ハ
ラ
ラ
ゴ　

は
は
ら
ご
の
太
郎
つ
ぶ
ざ
ね
／
鮞
ノ
太
郎
粒
実

＝
『
精
進
魚
類
物
語
』
鮞
太
郎
粒
実

ヒ
ズ　

二
郎
ひ
つ
よ
し
／
次
男
鬚
義
＝
『
精
進
魚
類
物
語
』

次
郎
鮷
吉

フ
グ　

ふ
く
の
ち
や
う
は
ん
ど
く
す
け
／
鰒
ノ
相
伴
毒
助

　

こ
こ
か
ら
は
、
三
本
に
共
通
す
る
擬
人
名
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
合
戦
』
が
『
魚
類
扣
』
と
同

様
に
「
魚
合
戦
」
に
も
共
通
す
る
擬
人
名
が
散
見
さ
れ
る
の
に

対
し
、『
魚
類
扣
』
と
「
魚
合
戦
」
の
関
係
が
希
薄
で
あ
る
こ

と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

系
統
付
け

　

次
に
三
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　

塩
川
和
宏
氏
は
、「
魚
合
戦
」
と
『
合
戦
』
と
の
関
係
に
つ

い
て
「『
魚
類
精
進
合
戦
』
は
、『
精
進
魚
類
物
語
』
の
流
れ
を

汲
む
作
品
で
、『
軍
舞
』「
う
お
が
せ
ん
并
し
や
う
じ
ん
も
の
」

に
、『
精
進
魚
類
物
語
』
の
記
述
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
成
立
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」と
推
測
さ
れ
て
い
る（
４
）。つ
ま
り『
合
戦
』

は
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
影
響
下
に
成
っ
た
「
魚
合
戦
」
に
再

度
『
精
進
魚
類
物
語
』
を
合
成
し
て
成
っ
た
も
の
だ
と
い
う
見

解
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、『
精
進
魚
類
物
語
』
か
ら
「
魚
合
戦
」

が
派
生
的
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は

「
魚
合
戦
」
が
先
行
し
、『
合
戦
』
が
後
に
続
く
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
で
あ
る
。「
魚
合
戦
」
を
も
と
と
し
て
、『
精
進
魚
類
物
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語
』
を
参
照
し
な
が
ら
新
た
な
テ
ク
ス
ト
を
作
る
と
い
う
状
況

に
い
さ
さ
か
不
自
然
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
参
照
し

た
と
い
う
根
拠
に
『
合
戦
』
に
は
『
物
語
』
と
共
通
す
る
も
の

が
登
場
す
る
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し
、「
魚
合
戦
」
に
見
え

ず
、『
合
戦
』
に
見
え
る
事
例
は
ア
オ
ナ
と
サ
サ
ゲ
（
た
だ
し

『
物
語
』
で
は
大
角
豆
角
戸
三
郎
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
合
戦
』

で
は
大
角
豆
四
郎
）
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
ア
カ
ラ
・
サ
ケ
・

ス
ズ
キ
・
タ
イ
・
タ
コ
・
ハ
ラ
ラ
ゴ
・
ヒ
ズ
は
両
本
に
見
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
擬
人
名
に
限
っ
て
い
え
ば
、『
物
語
』
を

参
照
し
て
ア
オ
ナ
と
サ
サ
ゲ
の
名
の
み
を
変
更
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
魚
合
戦
」『
合
戦
』
の
共

通
祖
本
を
想
定
し
、
そ
の
段
階
で
『
物
語
』
の
擬
人
名
を
受
け

継
い
だ
も
の
の
、両
本
の
本
文
が
分
岐
す
る
に
至
り
、「
魚
合
戦
」

系
統
の
本
文
か
ら
は
ア
オ
ナ
と
サ
サ
ゲ
の
名
が
省
略
さ
れ
た
と

推
測
し
た
ほ
う
が
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
に
『
扣
』
を
加
え
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
か
ら
す
る
と
、「
魚
合
戦
」
と
『
合
戦
』
が
合
戦
を

し
た
状
態
で
結
末
を
迎
え
る
の
に
対
し
て
、『
扣
』
は
和
談
に

及
ぶ
か
た
ち
を
採
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
二
本
と
距
離
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
し
か
し
固
有
名
詞
や
微
細
な
表
現
の
差
異
と
い

う
点
で
は
む
し
ろ
『
扣
』
と
『
合
戦
』
の
関
係
の
ほ
う
が
近
い
。

た
と
え
ば
ウ
ナ
ギ
は
「
魚
合
戦
」
が
「
左
衛
門
長
介
」
で
あ
る

の
に
対
し
二
本
は
「
判
官
な
が
す
け
」
で
あ
り
、
ド
ジ
ョ
ウ
は

「
魚
合
戦
」
が
「
み
ち
の
す
け
」
で
あ
る
の
に
対
し
、二
本
は
「
ご

み
の
す
け
」
で
あ
る
。

　

本
文
の
正
誤
に
目
を
向
け
る
と
、次
の
一
節
が
注
意
さ
れ
る
。

「
魚
合
戦
」

御
ま
へ
をａ
き
一
ぞ
く
に
．さｂ
た
け
山
し
や
う
し
く
ろ
ま
め
．

あ
つ
き
さ
ゝ
げ
．
と
し
つ
も
つ
て
十
六
才
．
あ
を
ま
め
の

三
郎
四
郎
三
人
あｃ
を
ば
た
き
ど
か
た
く
．
と
ぢ
ま
め
や
が

て
．
ご
う
ん
を
ひ
ら
き
ま
め
．

『
合
戦
』

先
一
番
ニ
畠ｂ
山
庄
司
黒
豆
大
角
豆
四
郎
年
積
て
十
六
才
青

豆
三
郎
四
郎
青ｃ
籏
颯
ツ
て
押
立
て
門
木
戸
堅
ク
閉
豆
の
頓

而
御
運
ノ
開
き
豆

『
魚
類
扣
』

御
前
近ａ
き
一
属
に
畠ｂ
山
の
九
郎
豆
大
角
豆
の
三
郎
年
積
て

十
八
才
青
豆
の
三
郎
四
郎
青ｃ
旗
指
て
御
前
に
こ
そ
は
詰
ら

る
シゝ
テ
門
木
戸
堅
く
と
じ
豆
の
ワ
キ
頓
而
御
運
は
ひ
ら
き
豆
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ま
ず
「
魚
合
戦
」
の
ａ
「
を
き
」
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
、
文

意
が
通
じ
な
い
。『
扣
』
で
は
こ
こ
を
「
近
き
」
と
記
し
て
い

る
。
つ
ま
り
将
軍
の
御
前
近
き
武
将
に
畠
山
九
郎
豆
や
大
角
豆

三
郎
が
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
だ
。
し
て
み
る
と
、「
魚
合
戦
」

の
「
を
」
は
「
近
」
の
誤
写
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま

り
親
本
に「
近
」と
あ
る
の
を「
越
」を
母
字
と
す
る
仮
名「
を
」

と
誤
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
合
戦
』
で
は
ｂ
の
擬
人
名
を
「
畠
山
庄
司
黒
豆
」
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
「
畠
山
庄
司
」
す
な
わ
ち
畠
山
庄
司
重
忠
の
洒

落
だ
。『
魚
類
扣
』
の
「
畠
山
の
九
郎
豆
」
で
は
「
畠
山
九
郎
」

と
い
う
人
名
を
掛
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史
的
に
は
そ
の

名
を
用
い
た
人
物
は
い
る
が
（
た
と
え
ば
永
禄
八
年
の
将
軍
義

輝
暗
殺
時
に
死
ん
だ
畠
山
九
郎
）、『
平
家
物
語
』
や
能
・
浄
瑠

璃
な
ど
で
知
ら
れ
る
人
物
で
な
け
れ
ば
洒
落
が
効
い
て
い
な

い
。
そ
し
て
「
魚
合
戦
」
に
「
さ
た
け
山
」
と
あ
る
の
は
「
は

た
け
山
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

青
豆
三
郎
四
郎
に
続
く
傍
線
部
ｃ
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず

「
魚
合
戦
」
で
は
文
意
が
通
じ
な
い
。「
青
旗
木
戸
堅
く
閉
じ

豆
」
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。「
木
戸
固
く
閉
じ
」
に
「
閉
じ

豆
」
を
掛
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
は
問
題
な
い
。
で
は
「
青

旗
」
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、掛
か
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
合
戦
』
で
は
「
青
旗
颯
つ
て
押
し
立
て
、
門

木
戸
堅
く
閉
じ
豆
の
」
と
な
る
か
ら
、
青
旗
を
押
し
立
て
、
門

木
戸
を
閉
じ
る
と
、
問
題
な
く
意
味
が
取
れ
る
。
こ
の
点
、『
魚

類
扣
』
も
青
旗
・
門
木
戸
が
同
様
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
「
魚
合
戦
」
の
文
は
欠
落
部
分
が
あ
り
、そ
れ
を
『
合
戦
』『
魚

類
扣
』
で
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

さ
ら
に
文
脈
的
判
断
を
広
げ
て
み
る
な
ら
ば
、『
合
戦
』で
は
、

畠
山
庄
司
黒
豆
・
大
角
豆
四
郎
・
青
豆
三
郎
四
郎
が
青
旗
を
押

し
立
て
、
門
木
戸
堅
く
閉
じ
た
と
解
釈
で
き
る
。
た
だ
、
こ
こ

は
酒
菜
将
軍
納
豆
公
が
御
前
に
召
集
し
た
の
で
、「
先
づ
一
番

に
」
こ
の
三
名
が
参
上
し
た
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
た
上
で
城
の
状
況
と
し
て
、
旗
を
立
て
、
門
木
戸
を
閉
じ

る
と
い
う
展
開
に
移
る
の
だ
か
ら
、『
合
戦
』
の
文
に
は
飛
躍

が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
魚
類
扣
』
は
将
軍
が
召
集
を
か
け

て
か
ら
の
記
述
で
あ
る
。
将
軍
納
豆
の
御
前
近
い
一
族
で
あ
る

畠
山
九
郎
豆
・
大
角
豆
三
郎
・
青
豆
三
郎
四
郎
が
青
旗
を
指
し

て
御
前
に
詰
め
た
。
そ
し
て
場
面
が
将
軍
の
御
前
か
ら
城
の
状

況
に
転
じ
、門
木
戸
を
堅
く
閉
じ
る
と
い
う
流
れ
と
な
る
。『
合

戦
』
で
は
青
旗
が
何
を
意
味
す
る
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、『
魚
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類
扣
』
で
は
甲
冑
姿
で
馳
せ
参
じ
た
九
郎
豆
ら
三
名
が
指
物
と

し
て
青
旗
を
装
着
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
さ
ら
に
、「
御
前
に
こ
そ
は
詰
ら
る
ゝ
」
で
一
文

が
終
わ
り
、
続
く
「
門
木
戸
」
か
ら
は
、

門７

木
戸
堅
く　

と５

じ
豆
の　

頓７

而
御
運
は　

ひ５

ら
き
豆　

鬼７

を
あ
ざ
む
く　

節５

分
の

と
、七
五
調
の
節
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
魚
合
戦
」

及
び
『
合
戦
』
は
、

木５

戸
堅
く
．
と４

ぢ
豆　

や７

が
て
．
御
運
を　

ひ５

ら
き
豆
．

虚７

空
を
走
る　

空４

豆
．
鬼７

を
欺
く　

節５

分
の（「
魚
合
戦
」）

門７

木
戸
堅
く　

閉５

豆
の　

頓７

而
御
運
の　

開５

き
豆　

虚７

空

を
走
る　

空５

豆
や　

鬼７

を
誑
く　

節５

分
の
（『
合
戦
』）

と
あ
る
。『
魚
類
扣
』
は
「
虚
空
を
走
る
空
豆
や
」
の
一
節
を

欠
落
し
て
い
る
も
の
の
、『
合
戦
』
同
様
に
七
五
調
で
綴
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、「
魚
合
戦
」
は
調
子
が
明
確
で
な
く
、
句
中

に
「
．
」
も
入
り
、
節
が
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、「
魚
合
戦
」
よ
り
も
『
合
戦
』

の
ほ
う
が
本
文
的
に
優
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
確
か
に
「
魚
合
戦
」
は
、
寛
文
八
年
刊
行
と
い
う
事
実
か

ら
す
れ
ば
成
立
時
期
は
古
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
の
書
写
奥
書
を
も
つ
『
合
戦
』
の
ほ
う
が
、
む

し
ろ
古
い
本
文
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、『
合
戦
』
で
は
シ
テ
や
ワ
キ
、
ツ

レ
と
い
っ
た
担
当
詞
章
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
の

表
で
示
し
た
よ
う
に
、「
魚
合
戦
」
と
『
魚
類
扣
』
と
の
関
係

性
は
『
合
戦
』
に
比
べ
て
希
薄
で
あ
る
。『
合
戦
』
も
親
本
か

そ
れ
以
前
の
段
階
ま
で
台
詞
の
分
担
は
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
が
、
最
終
的
に
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
と
は
い
え
、「
魚
合
戦
」
に
し
ろ
『
魚
類
扣
』
に
し
ろ
、

詞
章
の
分
担
箇
所
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
、
理
解
し

か
ね
る
。
ど
ち
ら
か
が
あ
る
段
階
で
完
全
に
再
編
成
さ
れ
た
か

と
疑
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
次
の
よ
う
に
諸
本
の
関
係
を
推

測
す
る
。
す
な
わ
ち
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
、「
魚
合
戦
」『
合
戦
』『
魚
類
扣
』
の
共
通
祖
本
が
作
ら
れ
た
。

そ
こ
か
ら
、「
魚
合
戦
」
が
『
軍
舞
』
収
録
作
品
と
し
て
寛
文

八
年
に
挿
絵
を
添
え
て
刊
行
さ
れ
た
。
一
方
、
写
本
と
し
て
流

布
し
て
い
た
伝
本
か
ら
「
小
鳥
揃
」「
祝
井
揃
」
の
二
つ
の
歌

謡
を
加
え
た
『
魚
類
扣
』
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
シ
テ
・
ツ
レ
・

ワ
キ
の
表
記
を
除
い
た
散
文
と
し
て
『
合
戦
』
が
寛
政
七
年
に
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書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
オ
ナ
を
「
青
菜
の
三
郎
」（『
合
戦
』『
魚
類
扣
』）
と
し
、

サ
サ
ゲ
を
「
大
角
豆
四
郎
」（『
合
戦
』）「
大
角
豆
の
三
郎
」（『
魚

類
扣
』）と
す
る
の
は
、普
通
名
詞
と
し
て
記
す「
魚
合
戦
」に『
精

進
魚
類
物
語
』
を
参
照
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
祖
本
成
立
段
階

で
『
物
語
』
を
踏
ま
え
て
い
た
結
果
で
あ
り
、「
魚
合
戦
」
が

普
通
名
詞
に
し
て
い
る
の
は
略
述
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
ち
な
み
に
カ
レ
イ
を
「
魚
合
戦
」
は
「
か
れ
い
の
ぢ

や
う
」
と
し
、『
合
戦
』
は
「
王カ

レ

イ
餘
魚
」
と
普
通
名
詞
で
記
す

反
対
の
例
も
あ
る
。
一
方
『
魚
類
扣
』
に
は
「
鯒
之
丞
」「
生

海
鼠
の
次
郎
は
り
助
」
と
い
う
独
自
の
擬
人
名
が
見
ら
れ
、
こ

れ
は
『
物
語
』
の
「［
魚コ

チ臣
］
尉
」「
鯉ナ
マ
コ鰖
次
郎
」
に
対
応
す
る
。

こ
れ
も
『
魚
類
扣
』
が
『
物
語
』
を
参
照
し
た
結
果
で
は
な
く
、

三
本
の
共
通
祖
本
の
本
文
に
登
場
す
る
擬
人
名
を
改
変
せ
ず
に

継
承
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

４　
『
魚
類
扣
』
の
文
学
史
的
評
価

　

現
在
確
認
さ
れ
る
異
類
合
戦
物
は
一
三
〇
種
近
く
に
及
ぶ

が（
５
）、
そ
の
中
で
も
歴
史
が
深
く
、
精
進
魚
類
物
は
一
つ
の
系
譜

を
作
っ
て
い
る
。室
町
期
の『
精
進
魚
類
物
語
』を
筆
頭
と
し
て
、

本
稿
で
も
取
り
上
げ
て
き
た
「
う
お
が
せ
ん
并
し
や
う
じ
ん
も

の
（
魚
合
戦
并
精
進
物
）」、
い
わ
ゆ
る
滑
稽
本
『
精
進
魚
類
問

答
附
唐
草
繁
昌
之
巻
（
五
穀
繁
昌
記
附
荒
布
の
前
の
事
）』『
魚

類
青
物
合
戦
状
』（
６
）『
さ
か
な
あ
を
物
大
合
戦
』（
７
）、
錦
絵
「
青
物
魚

軍
勢
大
合
戦
之
図
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
の
は
、
料
理
と
い
う
枠
組
が
重

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
食
べ
ら
れ
な
い
魚
介

類
も
出
て
く
る
が
、
そ
の
一
方
で
食
品
に
加
工
さ
れ
た
も
の
も

登
場
す
る（
豆
腐
、油
揚
げ
な
ど
）。つ
ま
り
、青
物
は
精
進
料
理
、

魚
類
は
魚
料
理
と
い
う
日
本
の
二
大
食
文
化
を
背
景
と
し
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
の
原
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
室
町
時
代
に
成
立
し

た
『
精
進
魚
類
物
語
』
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ

の
物
語
で
は
魚
類
方
が
精
進
物
に
戦
い
を
仕
掛
け
、
結
果
、
魚

類
方
が
敗
れ
る
と
い
う
展
開
と
な
っ
て
い
る
。『
魚
類
青
物
合

戦
状
』
諸
本
も
同
じ
だ
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
う
お
が
せ
ん

并
し
や
う
じ
ん
も
の
」
は
魚
類
方
が
仕
掛
け
、
乱
戦
の
ま
ま
終

わ
る
。
類
似
本
文
を
も
つ
『
魚
類
精
進
合
戦
』
は
戦
闘
状
態
の

ま
ま
最
後
は
料
理
に
な
る
と
い
う
、
一
種
の
メ
タ
発
言
で
オ
チ

を
付
け
て
い
る
。『
魚
類
扣
』
は
魚
類
方
が
精
進
物
に
戦
い
を
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仕
掛
け
、
御
膳
廻
り
の
者
た
ち
の
執
り
成
し
で
和
睦
す
る
と
い

う
、
異
類
合
戦
物
と
し
て
は
極
め
て
穏
当
で
類
型
的
な
結
末
に

し
て
い
る
。『
精
進
魚
類
問
答
』
は
魚
類
方
が
戦
い
を
仕
掛
け

よ
う
と
す
る
も
発
覚
し
、大
王
の
執
り
成
し
で
和
睦
す
る
。『
さ

か
な
あ
を
も
の
大
合
戦
』
も
同
じ
く
魚
類
方
が
精
進
物
に
戦
い

を
仕
掛
け
る
が
、鯨
の
執
り
成
し
で
和
睦
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

精
進
魚
類
物
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
大
枠
に
『
精
進
魚
類
物

語
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

　
『
軍
舞
』収
録
の「
と
り
け
だ
物
ま
ひ
」は
近
世
前
期
に
伝
わ
っ

た
室
町
期
成
立
の
『
十
二
類
絵
巻
』
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。「
む
し
ま
ひ
」
は
不
明
だ
が
、元
禄
に
下
っ

て
『
諸
虫
太
平
記
』
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
写
本
と
し
て
虫
の
合

戦
物
が
複
数
成
立
す
る（
８
）。「
魚
合
戦
」
が
『
軍
舞
』
刊
行
以
前

に
流
布
し
て
い
た
精
進
魚
類
物
を
収
録
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
、
前
節
で
述
べ
た
。
ま
た
、「
む
し
ま
ひ
」
が
状
況
的
に

純
粋
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
は
な
く
、
写
本
と
し
て
流
布
し
て

い
た
虫
合
戦
物
を
改
変
し
て
成
っ
た
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い

と
考
え
る
。「
魚
合
戦
」
や
「
む
し
ま
ひ
」
に
シ
テ
・
ワ
キ
・

ツ
レ
と
い
っ
た
詞
章
の
分
担
が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

「
と
り
け
だ
物
ま
ひ
」
に
そ
れ
が
な
い
の
は
、収
録
三
編
が
『
軍

舞
』
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
個
別
に
流
布
し

て
い
た
三
編
を
取
り
合
わ
せ
た
結
果
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
謡
曲
の
体
裁
（
節
付
け
は
行
わ
れ

て
い
な
い
が
）
で
異
類
合
戦
物
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
稀
有
な
趣

向
で
は
あ
る
が
、『
軍
舞
』
の
孤
例
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

異
類
合
戦
物
の
制
作
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
趣
向
を
取
り
入

れ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
一
方
で
手
慰
み
の
ご
と
く
行
わ
れ
た

ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
新
作
謡
曲
が
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思

え
ば
、
謡
好
き
に
よ
る
遊
び
心
の
発
露
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。

　

補
節　
「
小
鳥
揃
」

　
『
魚
類
扣
』
の
本
文
と
は
関
係
な
い
が
、本
書
に
は
「
小
鳥
揃
」

「
祝
井
揃
」
二
種
の
歌
謡
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
祝
井
揃
」
の

類
歌
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
が
、「
小
鳥
揃
」
は
鳥
取
藩
の

御
船
歌
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
『
鳥
取
藩
御
船

歌
集
』
の
う
ち
、「
御
船
歌
江
戸
吟
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
小

鳥
そ
ろ
へ
」
で
あ
る
（
日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成
三
・
六
七
六

頁
）。
対
照
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
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Ａ
扣　

や
ん
れ　

巣
を
く
い
て　

子
を
鶯
や　

梅
か
枝
の

船　
ヤ
ン
レ
巣
を
く
ふ
て　
ヱ
イ
子
を
鶯
や
梅
が
枝い

の　

扣　

一
華
開
て　

四
方
の
春　

木
々
の
梢
も　

色
め
き
わ
た
る

船　

一い
つ

華け

開ひ
ら
ひ
て　

四
方
の
春　

木
々
の
梢こ
つ
へも
色
め
き
わ
た
る

扣　

ひ
わ
や
山
雀　

四
十
雀　

小
陵
鳥　

こ
ま
鳥　

あ
を
ぢ　

る
り

船　

鶸ひ
わ

や
山
雀か
ら
・
四し
ち
ふ
か
ら

十
雀　

小こ
か
ら雀
・
駒こ
ま

鳥　

青あ
お
し鵐
・
るた
か
・り

扣　

う
そ　

み
そ
さ
ゝ
い　

は
う
白　

め
う
な
い

船　

とう
そ
イ
鶴ぞ
・
み
鷦

鷯

そ
さ
ゞ
ひ　

頬
ほ（
ゝ
）し
ろ白に
う
な
ひ　

Ｂ
扣　

か
す
の
小
鳥
か　

花
に
た
わ
む
れ　

は
く
き
を
つ
た
へ
て

船　

数か
つ

の
小
鳥
か
花
に
戯た
わ
むれ　

青あ
お

き
木こ

蔦つ
た
に

扣　

乙
音
高
音
の　

調
子
を
も
ち
て　

し
ゝ
ふ
し　

ぢ
ゞ
ぜ

船　

初
音ね

か
ら
音ね

のち
（
調
子
カ
）

あ
や
う
し
を
取と

り
て　

し
ゝ
り
ふ
つ
し
り

扣　

つ
る
〳
〵
〳
〵
や　

し
て
ゝ
い

船　

り
ん
〳（
り
ん
）〵
り　

せ
ん
す
る
〳
（
せ
ん
す
る
せ
ん
す
る
）

〵
〳
〵
や　

し
て
ゝ
い
か
ら

て
い
〳
（
か
ら
て
い
）〵

扣　

か
い
〳
　〵

ち
う
〳
〵

船　

か
ら
〳（
か
ら
）〵　

ち
う
ち
う
や
〳（
ち
う
）〵

扣　

か
ら
〳
　〵

す
り
く
り　

ゑ
り
く
り　

は
な
く
り　

ゑ
り

く
り

船　

か
ら
〳（
か
ら
）〵
あ
な
つ
る
へ
り
く
る　

あ
な
く
る
ゑ
り
く
る

扣　

ち
ん
か
　ゝ

さ
い
か
　ゝ

す
つ
は
ゐ
ほ　

し
て
て
ん
〳
〵

船　

つ
う
た
か
さ
う
た
か
つ
つ
は
い
ほ
ふ
し　

て
い
〳（
て
い
）〵

扣　

ち
り
て
ん
〳
　〵

ち
り
〳
〵
て
は　

し
よ
ろ
し
よ
ろ
〳
〵

船　

ち
り
て
い
〳
（
ち
り
て
い
）〵ち
り
〳（
ち
り
）〵
や　

は
あ
し
よ
ろ
〳
（
し
よ
ろ
）〵

扣　

き
し
〳
〵
と
や　

き
り
〳
　〵

き
つ
て
う

船　

き
り
〳（
き
り
）〵
や
き
り
〳（
き
り
）〵　

き
ち
や
ふ
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扣　

き
り
き
つ
て
う
〳
〵
〳
〵
ろ　

ち
り
な
ん

船　

き
り
き
ち
や
う
〳
（
き
ち
や
う
）〵と
う
ち
う
な
ん
た
か

扣　

た
ら
り
ん
〳
〵
〳
　〵

り
ん
〳
〵
と
も　

船　

り
ん
〳（

り
ん
）〵
り
り
ゝ
り
ん
と
も　

Ｃ
扣　

囀
り
た
り
の　

何
よ
り
以
て　

お
も
し
ろ
ひ　

そ
の
又
の

ヱ
イ

船　

囀さ
へ
つり
た
る
は
ノ
ホ　ヽ

何な
に

よ
り
も
つ
て
〽
面お
も
し
ろ白
い
そ
の　

又

の
お
ふ
へ
い

扣　

春
の
気
色
か　

あ
そ
こ
爰
に　

時
〳
〵
鶉
か
ノ
ヱ
イ　

ち
ゝ
く
わ
い

船　

こ
の
春
の
気け
し
き色
ち
や　

あ
そ
こ
此こ

処ゝ
に
時
〳（
々
）〵
鶉う
つ
らか
の
ゑ

い
こ
ゝ
く
わ
ひ

　　
「
小
鳥
揃
」
を
三
パ
ー
ト
に
分
け
る
と
、
ま
ず
鳥
の
名
尽
し

の
Ａ
パ
ー
ト
は
ほ
ぼ
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
鳴
き
声
尽

し
の
Ｂ
パ
ー
ト
は
対
照
化
す
る
の
が
む
つ
か
し
い
ほ
ど
違
い
が

あ
る
。
結
末
の
Ｃ
パ
ー
ト
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。
御
船
歌
の

「
又
の
お
ふ
へ
い
」
の
「
の
お
ふ
へ
い
」
は
、「
小
鳥
揃
」
の
「
の

ヱ
イ
」
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
囃
し
言
葉
の
一
種
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
鳥
の
鳴
き
声
を
取
り
込
む
歌
謡
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
が
、延
宝
四
年（
一
六
七
六
）に
刊
行
さ
れ
た『
淋
敷
座
之
慰
』

中
の
「
忍
び
く
ど
き
木
や
り
」
に
は
同
じ
趣
向
で
「
ち
ん
〳
〵

か
ら
り
の
ち
ん
か
ら
り
」
と
か
「
つ
く
つ
つ
て
ん
〳
〵
ち
や
ん

〳
〵
す
ほ
　ゝ

ひ
や
り
つ
ろ
〳
〵
り
つ
ろ
う
〳
〵
〳
〵
ろ
」
な

ど
と
、楽
器
の
音
を
表
現
し
て
い
る
し
、『
落
葉
集
』
収
録
の
「
竹

馬
踊
」で
は
轡
と
鈴
の
音
を
同
様
に
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
小
鳥
揃
」
の
類
歌
は
『
幕
府
ふ
な
哥
』『
鶴
崎
御
船
歌
』（
い

ず
れ
も
『
日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成
三
』
所
収
）
と
い
っ
た
御

船
歌
集
に
見
ら
れ
、
ま
た
『
古
新
御
歌
枕
』（
嘉
永
二
年
奥
書
・

同
書
所
収
）収
録
の「
さ
い
鳥
さ
し
」の
う
ち「
三
日
の
日
」云
々

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

御
船
歌
と
は
将
軍
や
諸
侯
の
乗
船
時
や
新
造
官
船
の
進
水
式

の
時
な
ど
に
歌
う
も
の
で
、
民
謡
と
は
異
な
り
、
一
種
の
式
楽

と
し
て
公
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
各
藩
で

作
成
さ
れ
た
歌
集
に
記
録
さ
れ
た
詞
章
は
、
藩
内
で
は
改
変
さ

れ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
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と
も
と
謡
曲
や
狂
言
、
木
遣
り
歌
な
ど
色
々
な
も
の
を
取
り
入

れ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る（
９
）。
た
と
え
ば
右
に
挙
げ
た「
竹
馬
踊
」

の
轡
と
鈴
の
擬
音
語
の
く
だ
り
は
幕
府
の
『
御
船
歌
留
』
所
収

の
「
十
二
月
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。

　
『
鳥
取
藩
御
船
歌
集
』
は
江
戸
後
期
の
書
写
に
な
る
も
の
で

あ
る
が
、「
小
鳥
そ
ろ
へ
」
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
当
藩
の
御

船
歌
の
一
つ
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は
分
か
ら
な
い
。
御

船
歌
は
『
松
の
葉
』
や
『
落
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
る
歌
謡
と
の

関
係
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
と
同
じ
流
れ
を
汲
む
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
歌
の
冒
頭
に
「
一
華
開
い
て
四
方
の
春
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
時
代
が
下
る
も
の
の
、
肥
後

琵
琶
の
端
歌
に
も
見
ら
れ
る（『
日
本
歌
謡
集
成
三
』六
九
二
頁
）。

と
も
あ
れ
、『
幕
府
ふ
な
哥
』
や
『
鶴
崎
御
船
歌
』
収
録
歌
よ

り
も
本
歌
集
収
録
歌
が
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
何
ら
か
の

手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
資
料
で
あ
ろ
う
と
期
待
す
る
。

　

な
お
、「
祝
井
揃
」
も
御
船
歌
の
中
で
も
祝
い
歌
と
分
類
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
祝
井
揃
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
と
内
容
ば
か
り
で
な
く
、「
民
の
竈
も
賑
わ
ひ
て
」
と

い
う
類
型
表
現
、「
蓬
莱
山
」「
鶴
」「
聖
代
」「
千
歳
楽
」
な
ど

の
祝
儀
性
の
高
い
語
句
の
頻
用
な
ど
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（
（1
（

。
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
近
世
前
期
の
精
進
魚
類
物
を
取
り
上
げ
た
。
寛
文

八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
軍
舞
』
所
収
「
う
お
が
せ
ん
幷
し
や
う

じ
ん
も
の
」
と
同
一
作
品
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

近
年
、寛
政
七
年
の
書
写
に
な
る
『
魚
類
精
進
合
戦
』（
写
一
冊
、

塩
川
和
宏
氏
所
蔵
）
が
見
出
さ
れ
た
。
一
見
す
る
と
、
一
七
世

紀
に
刊
行
さ
れ
た
前
者
を
踏
ま
え
て
一
八
世
紀
に
書
写
さ
れ
た

後
者
が
成
立
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
新
た
に
見
出

さ
れ
た
近
世
中
期
頃
書
写
の
『
魚
類
扣
』（
写
一
冊
、
伊
藤
慎

吾
所
蔵
）
の
本
文
と
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
三
本
の
共
通
祖

本
を
想
定
し
、
そ
の
上
で
「
魚
合
戦
」『
合
戦
』『
魚
類
扣
』
が

生
ま
れ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
た
。

　

精
進
魚
類
の
合
戦
の
系
譜
は
、
一
五
世
紀
の
『
精
進
魚
類
物

語
』
以
来
、
近
代
の
地
方
の
語
り
物
文
芸
に
ま
で
続
く
。
そ
う

し
た
中
で
近
世
に
お
い
て
は
版
本
と
写
本
と
が
相
互
に
関
連
し

合
い
な
が
ら
、
一
方
で
語
り
物
や
寄
席
の
芸
と
し
て
新
た
な
展

開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。「
魚
合
戦
」
や
『
魚
類
扣
』
は
、

一
見
す
る
と
能
狂
言
と
の
関
わ
り
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
「
餅
酒
合
戦
」
の
よ
う
に
里
神
楽
に
狂
言
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
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と
、
そ
の
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
本
作
品
の

場
合
は
そ
う
で
は
な
く
、
近
世
の
謡
曲
趣
味
と
し
て
、
素
人
に

よ
る
謡
作
り
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
種
と
し
て
評
価
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歌
謡
や
浄
瑠
璃
風
の
作
品
も
作
ら
れ

る
中
、
こ
う
し
た
趣
向
が
生
ま
れ
た
も
の
と
、
現
段
階
で
は
推

測
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
１
）
岡
本
勝
『
初
期
上
方
子
供
絵
本
集
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二

年
）
に
影
印
・
翻
刻
を
収
録
す
る
。

（
２
）
塩
川
和
宏
「
資
料
紹
介
：
架
蔵
『
魚
類
精
進
合
戦
』」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「『
精
進
魚
類
物
語
』
を
読
む
」（
二
〇
一
七
年
七

月
二
日
・
於
名
古
屋
大
学
、
伊
藤
信
博
氏
主
宰
）
に
お
け
る

口
頭
発
表
及
び
配
布
資
料
。

（
３
）
伊
藤
慎
吾
『
擬
人
化
と
異
類
合
戦
の
文
芸
史
』（
三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
八
年
）
所
収
。

（
４
）
塩
川
和
宏
前
掲
（
２
）
口
頭
報
告
及
び
配
布
資
料
。

（
５
）
伊
藤
慎
吾
「
異
類
合
戦
物
作
品
一
覧
」
前
掲
（
３
）
書
所
収
。

（
６
）
伊
藤
慎
吾
『
室
町
戦
国
期
の
文
芸
と
そ
の
展
開
』（
三
弥
井
書

店
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
。

（
７
）
沢
井
耐
三
「
翻
刻
と
解
題
『
魚
類
青
物
合
戦
状
』・『
さ
か
な

あ
を
物
大
合
戦
』」
森
川
昭
編
『
近
世
文
学
論
輯
』
和
泉
書
院
、

一
九
九
三
年
。

（
８
）
伊
藤
慎
吾
「
虫
合
戦
物
の
展
開
」『
軍
記
と
語
り
物
』
五
三
、

二
〇
一
七
年
三
月
。

（
９
）
浅
野
建
二
「
解
説
」『
続
日
本
歌
謡
集
成
三
』
東
京
堂
出
版
、

一
九
六
一
年
。

（
10
）
山
岡
麻
衣
子
「「
御
船
歌
」
に
関
す
る
一
考
察
―
―
そ
の
出
典

の
問
題
―
―
」『
奈
良
教
育
大
学
国
文　

研
究
と
教
育
』
一
二
、

一
九
八
九
年
三
月
。

（
11
）
祝
い
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
は
森
明
子
「
岡
山
藩
「
江
戸
ぎ
ん

御
船
歌
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
岡
大
国
文
論
稿
』
二
、

一
九
七
四
年
三
月
）
参
照
。
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【
翻
刻
】

　
　
　

魚
類
扣

魚
類
元
年
ワ
キ
八
月
十
五
夜
の
こ
と

な
る
に
鯛
の
將
軍
か
ね
高
と
て

ワ
キ
魚
類
の
大
將
ま
し
ま
す
か
シ
テ
然
る
に

か
ね
高
眷
属
ワ
キ
ち
ぬ
鯛
の
次
郎

や
す
か
ね
シ
テ
同
こ
ろ
鯛
の
三
郎
や
す

と
き
お
ん
ま
へ
近
く
召
さ
れ
つ
ゝ

ツ
レ
い
か
に
汝
等
我
既
に
魚
類
の
つ
か
さ

取
と
は
申
せ
と
も
や
ゝ
と
も

す
れ
は
精
進
方
に
へ
た
て

ら
れ
無
念
た
ぐ
ひ
は
な
か
り
け
り

シ
テ
い
か
に
も
し
て
か
れ
ら
を
う
ち

ほ
ろ
ほ
し
ワ
キ
境
内
を
掌
に�
」
一
オ

握
ら
ん
と
シ
テ
思
ふ
は
い
か
に
と
あ
り

け
れ
は
ワ
キ
其
時
兄
弟
ツ
レ
生
那
板
の

上
に
か
し
こ
ま
り
尤
我
等
も
左
様
ニ

そ
ん
す
る
な
り
さ
あ
ら
は
国
〳
〵
へ

着
到
を
つ
け
ん
と
て
先
壱
番
に

山
城
の
国
に
は
桂
川
の
左
衛
門
鮎
之
丞

淀
鯉
の
太
郎
ひ
れ
ふ
さ
近
江
に

源
五
郎
鮒
い
へ
生
海
鼠
の
次
郎

は
り
助
鯰
の
庄
司
髭
な
が

法
師
武
者
に
と
つ
て
は
蛸
の
入
道

だ
ん
ぎ
坊
鱺
の
判
官
な
が
す
け

鯲
の
ほ
う
し
ご
み
之
助
髭
く
い

そ
ら
し
て
御
前
に
こ
そ
は
詰
ら
る
ゝ�

」
一
ウ

シ
テ
扨
國
〳
〵
の
侍
は
ワ
キ
鯨
之
大
助
シ
テ
鱧
の

た
け
長
ワ
キ
鯵
の
冠
者
に
鱒
の
魚

丹
後
の
国
の
住
人
鰤
の
は
ん
官

能
登
ニ
刺
鯖
越
後
に
鱈
熊
野
に

鱸
の
三
郎
松
浦
か
た
に
は
鰯
の

一
黨
ご
ま
め
之
助
伊
勢
住
人
海
老
の

一
属
王
餘
魚
の
平
助
鯒
之
丞
其
外

大
魚
小
魚
さ
ん
さ
め
か
し
て
戸
棚
が

城
に
そ
取
籠
シ
テ
や
さ
し
き
貝
と
も

あ
つ
ま
り
て
ワ
キ
い
さ
や
わ
れ
ら
も

み
つ
か
ん
と
ツ
レ
春
は
吉
野
の
桜

貝
夏
は
和
泉
の
式
部
貝
シ
テ
た
ま
〳
〵

待
ゐ
る
鮑
貝
ワ
キ
明
日
を
し
ら
す�

」
二
オ



『魚類扣』考 54

烏
貝
シ
テ
ね
さ
め
か
ち
な
る
い
た
や
貝

ワ
キ
う
き
よ
を
い
と
ふ
蜑
貝
の
シ
テ
年
は

よ
り
た
る
姥
貝
の
扨
又
山
伏
の

腰
に
つ
け
た
る
法
螺
の
貝
名
も

お
そ
ろ
し
き
鬼
貝
の
お
ど
し
立

た
る
鎧
貝
シ
テ
舩
軍
に
は
帆
立
貝

ワ
キ
数
に
は
な
ら
ぬ
蜆
貝
ワ
キ
か
い
〳
〵
し
く
も

参
り
つ
ゝ
戸
棚
か
城
に
そ
取
籠

ツ
レ
は
ま
れ
の
將
軍
納
豆
此
よ
し

き
く
よ
り
も
に
く
き
魚
類
か
振

舞
か
な
い
さ
一
属
め
せ
と
あ
る
御
前

近
き
一
属
に
畠
山
の
九
郎
豆

大
角
豆
の
三
郎
年
積
て
十
八
才�

」
二
ウ

青
豆
の
三
郎
四
郎
青
旗
指
て

御
前
に
こ
そ
は
詰
ら
る
シゝ
テ
門
木
戸

堅
く
と
じ
豆
の
ワ
キ
頓
而
御
運
は

ひ
ら
き
豆
鬼
を
あ
さ
む
く
節
分

の
煎
豆
を
は
し
め
と
し
て
其
外

シ
テ
大
豆
ワ
キ
中
豆
シ
テ
小
豆
ツ
レ
ざ
ん
ざ
め
か
し
て

先
豆
鉄
炮
を
そ
認
け
る
シ
テ
我
に

つ
た
わ
る
郎
等
に
ワ
キ
先
一
番
に
は

ツ
レ
獨
活
の
大
木
近
江
の
国
に
は
青
菜

の
三
郎
其
外
豆
腐
の
冠
者

麩
の
源
太
蒟
の
ふ
る
ひ
左
衛
門

近
年
御
勘
気
蒙
り
て
味
噌
桶

か
城
に
浪
人
せ
し
爪
や
な
す
ひ
の

功
の
者
腕
ま
く
り
し
て
御
前
に

こ
そ
は
詰
ら
る
シゝ
テ
時
刻
う
つ
す
な�

」
三
オ

尤
と
て
ワ
キ
戸
棚
か
城
に
押
寄
て

と
き
の
聲
を
そ
あ
け
に
け
る

城
の
う
ち
に
も
シ
テ
急
て
期
し
た
る

こ
と
な
れ
は
我
お
と
ら
し
と
切
て
出

シ
テ
爰
を
最
期
と
戦
け
る
ワ
キ
さ
れ
は
精
進

か
た
よ
り
も
ツ
レ
栗
毛
馬
に
う
ち
乗

茄
子
半
を
着
大
根
の
兵
午
房
と

名
乗
て
切
て
出
る
シ
テ
又
魚
類
の
か
た

よ
り
も
め
く
ろ
馬
に
打
乗
ワ
キ
鮑
の

鐙
を
ふ
ん
ば
り
か
ま
鉾
を
引
さ
け

蛸
の
入
道
か
け
出
て
ツ
レ
さ
も
尋
常
に

切
散
し
煮
物
と
な
つ
て
そ
引
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に
け
る
シ
テ
ま
た
精
進
方
ゟ
も
山
城
の

旗
頭
は
ぢ
か
み
の
太
郎
か
け
い
で

ワ
キ
又
魚
類
の
方
よ
り
も
ツ
レ
勢
州
鱸
が

か
け
合
両
方
互
に
大
力
寄
く
ま
ぬ�

」
三
ウ

尤
と
て
押
な
ら
へ
て
む
ん
ず
と

く
み
す
う
〳
〵
い
ふ
て
さ
し
み
と

な
つ
て
引
に
シ
テ
御
膳
廻
の
人
〳
〵
に

塩
焼
の
太
郎
ワ
キ
朝
倉
の
山
舛
奈
良
の

諸
白
ワ
キ
一
ツ
所
に
集
り
て
ツ
レ
聞
は
魚
類
の

も
の
と
も
か
精
進
方
へ
押
寄
て
大
將

き
わ
〳
〵
と
聞
て
あ
り
我
〳
〵
か
く
て

あ
り
な
か
ら
い
さ
や
あ
つ
か
ひ
和
談
に

せ
ん
尤
と
て
さ
し
入
〳
〵
終
に

和
談
に
な
り
に
け
る
シ
テ
扨
こ
そ
勝
手
は

し
つ
ま
り
た
り
ワ
キ
魚
類
精
進
一
ツ
に

な
り
シ
テ
一
せ
ん
箸
を
打
渡
り
ワ
キ
六
腹
指
て

そ
引
た
り
シ
テ
吸
人
聞
人
お
し
な
へ
て

か
ん
せ
ぬ
者
こ
そ
な
か
り
け
り

ち
よ
い
と
せ

　
　
　

小
鳥
揃

や
ん
れ
巣
を
く
い
て
子
を
鶯
や
梅
か
枝
の

一
華
開
て
四
方
の
春
木
々
の
梢
も
色
め
き

わ
た
る
ひ
わ
や
山
雀
四
十
雀
小
陵
鳥
こ
ま
鳥�

」
四
オ

あ
を
ぢ
る
り
う
そ
み
そ
さ
ゝ
い
は
う
白

め
う
な
い
か
す
の
小
鳥
か
花
に
た
わ
む
れ

は
く
き
を
つ
た
へ
て
乙
音
高
音
の
調
子
を

も
ち
て
し
ゝ
ふ
し
ぢ
ゞ
ぜ
つ
る
〳
〵
〳
〵
や
し
て
ゝ
い

か
い
〳
〵
ち
う
〳
〵
か
ら
〳
〵
す
り
く
り
ゑ
り

く
り
は
な
く
り
ゑ
り
く
り
ち
ん
か
ゝ
さ
い
か
ゝ

す
つ
は
ゐ
ほ
し
て
て
ん
〳
〵
ち
り
て
ん
〳
〵

ち
り
〳
〵
て
は
し
よ
ろ
し
よ
ろ
〳
〵
き
し
〳
〵

と
や
き
り
〳
〵
き
つ
て
う
き
り
き
つ
て
う
〳
〵
〳
〵

ろ
ち
り
な
ん
た
ら
り
ん
〳
〵
〳
〵
り
ん
〳
〵

と
も
囀
り
た
り
の
何
よ
り
以
て
お
も

し
ろ
ひ
そ
の
又
の
ヱ
イ
春
の
気
色
か

あ
そ
こ
爰
に
時
〳
〵
鶉
か
ノ
ヱ
イ

ち
ゝ
く
わ
い

　
　
　

祝
井
揃

あ
ら
有
難
や
此
御
代
に
民
の
竈
も

賑
わ
ひ
て
扨
こ
の
御
代
は
さ
ゝ
ね
の
み
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蓬
莱
山
を
荘
る
こ
と
靏
は
も
と
よ
り

千
年
の
よ
わ
い
た
も
つ
鳥
な
れ
は
か
ゝ
る

聖
代
聖
鳥
の
い
わ
ゐ
君
に
奉
る
イ
ヤ

亀
は
四
霊
の
一
ツ
に
て
萬
代
を
経
る
も
の

な
れ
は
成
就
い
の
る
し
る
し
な
り
松
は

そ
の
い
ろ
常
盤
み
と
り
の
影
に
淀
川
の�

」
四
ウ

み
な
か
み
清
き
君
さ
ま
を
不
老
不
死
に

ま
し
ま
せ
は
千
歳
楽
と
の
り
の
舩

竹
は
其
か
み
す
く
に
し
て
と
こ
ろ
〳
〵
の

ふ
し
の
ま
は
ヱ
イ
ヤ
ヨ
〳
〵
華
郭
公
の
聲

を
き
ゝ
せ
つ
を
た
か
へ
す
人
も
ま
た

お
り
を
知
る
こ
そ
め
て
た
け
れ
扨
又

君
の
御
い
せ
ひ
は
日
々
に
ま
さ
り
て

聞
へ
け
る
千
秋
楽
と
よ
ろ
こ
ひ
て

御
代
は

（
一
〇
行
分
空
白
）�
」
五
オ




